
　RX Japan合同会社（東京都中央
区、代表執行役員社長：田中 岳志）
は、5月14日～16日の3日間、神戸国
際展示場にて、西日
本最大級のジュエ
リー展『第30回 神戸
国際宝飾展』（IJK）
を開催する。そして、
“真珠の街・神戸”を
象徴する「パール館」
に、パール企業100
社が出展。会場には
約89万点のジュエリーが集結する。ま
た会期前日の13日にはバイヤーとライ
バーのみが入場できるライブ販売会
が実施され、約30社が出展する。
　記念すべき30回目を迎え、1995年
の初回から比べ規模は約2倍の480
社と過去最大となる。国内中心だった
来場者は48カ国2000名以上が海外
から訪れ、国際色豊かになっている。3
日間の来場者数は14,000名を見込
み、さらに今年は、世界的な地金価格
の高騰と歴史的な円安を背景に「日
本の中古ブランド宝飾」ニーズが急増
中で、欧米からの来場者が増加する
見込みだと言われている。

2030年の輸出額目標は472億円
　世界で流通する真珠の多くは日本
に集約され、神戸はその多くの選別加
工が行われている世界有数の真珠の
加工・集積地であり、神戸市内には数

多くの真珠加工事業者が軒を連ねて
いる。真珠の輸出は2019年以降、ア
コヤガイの大量へい死や新型コロナウ

イルス感染
症の影響に
より、輸出量
が76億円ま
で激減して
いたが、中国
市場を中心
とした需要
の急騰によ

り、需要増加・供給不足の傾向が強ま
り、2025年には411億円まで輸出が
増加。現在は、2030年の輸出額目標
472億円に向けて、市場規模を拡大し
ている。
　本展「パール館」では、熟練の職人
が選別した最高峰の「神戸パール」か
ら、普段市場に出回ることのない希少
な一点物まで、真珠の街ならではのラ
インナップを実現。国内外から注目を
集める最新のパールジュエリーが一
堂に会す。日本の真珠は海外での評
価が極めて高く、海外バイヤーによる
買い付けが激化。特に、スマートフォン
を片手に視聴者へリアルタイムで販売
する「ライブ販売」の熱気は、今のイン
バウンド景気を象徴している。
　「パール館」の見どころは、日本の誇
り「あこや真珠」の最高峰である。「テ
リ」が最も美しいとされる日本産あこや
真珠は、高騰が続く大珠（８㎜以上）

や、加工を施さない「無調色」など、神
戸の職人の目に叶った逸品が並ぶ。
　セント・ピュール㈱は長崎県・壱岐
市の［上村真珠養殖場］と直接提携
し、“無調色” “越もの”という希少価
値の高い条件を満たしたあこや真珠
のみを取り扱っている。毎年安定して
高品質な真珠を直接仕入れており、
加工から一貫した管理体制を整えて
いる。全ての商品に「原産地証明書」
を発行でき、確かな品質と高い透明
性を備えたあこや真珠を提供する。

30年連続出展は7社
　今回の480社の出展社の中でも、
特に特別な存在が第1回から一度も
途切れることなく出展を続ける「30年
連続出展」の7社だ。1995年の開催
から今日に至るまで、神戸の経済復

興を宝飾の力で支え続けてきたこれ
ら7社の歩みは、日本のジュエリー産
業のレジリエンス（復元力）そのもの
である。

≪30年連続出展 企業7社≫
・㈱オーロラ
・㈱木内工芸
・㈱光新宝飾
・パールズ ジュエルズ エキスポート
・㈱ユニオン真珠
・㈱ルナロッサ
・ロイヤルトレイディング

セミナー「真珠のミクロの世界」
　なお、セミ
ナーでは5月
15日にGIA 
Tokyo合同
会社主催に
よる「真珠の
ミクロの世
界」が開催さ
れる。GIA香
港のシニア・ジェモロジストのシェリ
ル・オー氏を講師に、魅力的で非常に
珍しい顕微鏡写真を用いて、真珠識
別の奥深い世界へと案内する。同セミ
ナーでは、真珠鑑別において綿密な
観察がいかに重要な役割を果たすか
を解説するとともに、表面の独特な構
造が真珠の種類や特徴を見極めるた
めの重要な手がかりとなることを明ら
かにする。また、GIAによる最新の真
珠研究の成果を紹介するとともに、あ
らためてGIAの真珠分類システムの概
要についても解説する。

　ビジュピコグループ㈱ジュエ
リーピコ（徳島県松茂町・代表
取締役：石部高史氏）は、グルー
プ企業である㈱PIKO（徳島県
松茂町）および㈱G・T・B・T（東
京都台東区）の吸収合併を、
2026年4月1日付で行った。
　両社は本合併により存続会
社となる㈱ジュエリーピコへ吸
収され、社名を「株式会社ビ
ジュピコ」へ変更する。 
　代表取締役は引き続き石部
高史氏が務め、経営体制のさ
らなる強化を図る。
　今回の再編により、グループ
の主要関連会社は同社とBell 
tree㈱の2社体制となる。 
　拠点は徳島のほか、東京台
東区に4ヶ所、大阪、兵庫（神
戸・芦屋）に事務所を置く。
　新商号「株式会社ビジュピ
コ」への変更は、顧客や業者関
係者に広く認知されているブラ
ンド名「ビジュピコ」を法人名と
して統一するもので、ブランドと
法人の一体化により対外的な
コミュニケーションの明確化と
ブランド価値のさらなる向上を
図る。
　1978年に創業した同グループは、
日本最大級の品揃えを誇るブライダル
リングセレクトショップとして成長。 
　現在はブライダルジュエリー、時計、
アパレルなど直営店舗とFC店舗を合
わせて全国に71店舗を展開し、従業員
は618名（2026年1月時点）を擁する。 

　直近の合併対象3社合算の
売上高は約230億円規模に達
する。 
　帝国データバンクの調査によ
れば、2023年度時点の売上高
100億円を超える企業は全国で
15,159社であり、日本国内の企
業数は約500万社といわれてい
るため、約0.3%にとどまる。 
　この売上規模の背景には、
同社が進めてきた事業の多角
化と製造体制の強化がある。 
　同社は、自社工場や工房を
設けるなどモノづくりへのこだ
わりを強みとしており、昨年9月
には青森県弘前市に日本最大
級のブライダルジュエリー自社
工場を移転リニューアルオー
プンした。 
　同グループの活動は多岐に
渡り、ブライダルジュエリー（小
売・製造・自社ブランド）、高級
時計正規販売、資産性の高い
ピンクダイヤモンド、田中貴金
属特約店、眼鏡、アパレル、飲
食、就労継続支援B型など多角
的な事業を擁する総合企業と
してさらなる成長基盤を確立。 
　今回の合併により多角的な

事業間のシナジーをさらに強化し経営
資源を一元化、最適配分を実現するこ
とで中長期的な企業価値を高める。 
　ブライダル市場が変革期を迎える
中、組織再編による相乗効果をどこま
で発揮できるか、今後の動向が注目さ
れる。

高騰続くアコヤから稀少な天然真珠まで
「パール」の最前線を公開
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第30回神戸国際宝飾展　5月14日（木）～16日（土）
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